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平成24年度 関東農政局補助事業評価（再評価・事後評価）技術検討会（第2回）
議事概要

１ 開 催 日 時 平成24年12月18日（火）13:30～17:30

２ 場 所 さいたま新都心合同庁舎2号館5階共用AV会議室504
（埼玉県さいたま市）

３ 出 席 委 員 別紙のとおり

４ 技術検討会の概要
農政局より、事業実施主体からの情報提供等を基に作成した農業農村整備事業等

再評価地区別資料（案）及び農業農村整備事業等事後評価地区別結果書（案）の説
明を行い、「第三者の意見」聴取に向けた討議を行った。

○対象地区
・再評価 2地区
戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業（畑地帯担い手支援型）飯富岩根地区
戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業（経営体育成型）大宝地区

・事後評価 9地区
事後評価対象地区のうち、5地区は詳細説明、4地区は一括説明を行った。
（一括説明とは、各委員に事前説明を行い意見・質問等を聴取し、技術検討会
において一括で回答を行い、追加の意見・質問等を聴取したもの。）

【詳細説明】
畑地帯総合整備事業 安静地区
経営体育成基盤整備事業 島地区
農道整備事業 勢多中央地区
農業集落排水事業 八満地区
中山間地域総合整備事業 伊久身地区

【一括説明】
畑地帯総合整備事業 一宮末木地区
畑地帯総合整備事業 牧之原浜岡地区
経営体育成基盤整備事業 新里地区
農業集落排水事業 西粂原地区

なお、評価の視点に関して次のような意見があった。

○再評価
・事業実施中であるが、どのような担い手農家が育成されているか、具体的
に評価の中で取り上げることで、事業進捗による事業効果の発現状況がより
わかりやすいのではないか。

○事後評価
・事業効果が大きく発現している地区については、その要因等を評価の中で取
り上げる方がよりわかりやすいのではないか。

・事業の成果とそれに関連した地域農業の展開の関係についても触れるべきで
はないのか。



別 紙

平成24年度 関東農政局補助事業評価（再評価・事後評価）
技術検討会（第2回）出席委員

平成24年12月18日

氏 名 所 属

［技術検討会委員］
淺 枝 隆 埼玉大学大学院理工学研究科教授

黒 田 久 雄 茨城大学農学部教授

斎 藤 和 子 茨城大学地域総合研究所客員研究員

佐 々 木 隆 信州大学農学部教授

清 水 みゆき 日本大学生物資源科学部教授

（50音順、敬称略）


